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洗濯物の室内干しに関する調査研究
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要 旨
本研究は生活の快適さや健康と関わりが深く、日々の生活に密着した生活行為といえる「洗濯物の
室内干し」について、現状の問題点を抽出し、今後の空間造りのための課題を明確にすることを目的
とする。佐賀県を中心とした地域に在住する世帯の主たる家事担当者を対象に洗濯物の室内干しの現
状と要求についてアンケート調査を行った。
結果、対象世帯の９割以上が室内干しを行い、そのうち４割以上が常態的に行っていた。この結果
から見ても、洗濯物の室内干しが一般的な生活行為になっており、その住環境への影響は無視できな
いことは明らかである。また、室内干しの現状の大きな問題点として、「スペース（狭さ）」と「臭
い」が挙げられる。居住者は「広さ」を理由に居間・食事室に室内干しを行うものの、洗濯物がス
ペースを圧迫し、家族生活の中心である居間・食事室内での生活行動を阻害している可能性がある。
また、「臭い」や「湿気」に対する不満・不安、来客時の洗濯物の移動、「見た目」の問題など、本来
最も快適性に配慮されているはずの居間・食事室の居住性を損ねていることも考えられる。これらの
問題に対する解決策の一つとして「縁側」空間の再評価を提案した。縁側は本研究の対象地域におい
て室内干しをするための要件を備えた空間として広く認識されていた。
１．諸言
近年、生活スタイルの多様化により洗濯物の室内干しをする人が増えている。また、花粉症や PM2.5
による健康影響への懸念が洗濯物を屋外に干すことへの抵抗感を増加させていることも指摘されてい
る
１）
。しかし、洗濯物を室内に干す場合、室内の湿度上昇によってカビ・ダニの増加に結び付くことが報
告されており
２）
、さらには空間の圧迫や行動の阻害などの様々な生活環境の悪化を引き起こすことも懸念
される。
洗濯行為を対象とした先行研究には福田
３）
、間瀬
４）
、藤原
５）
の調査報告があり、さらに町田
６）
は洗濯物
の乾燥行為を対象とした調査を行っているが、室内での洗濯物乾燥については殆ど触れていない。また、
洗濯物の室内干しに関する調査としては清井ら
７）
、東中
８）
、柳曽ら
10）
の報告があるが、洗濯物そのものあ
るいは乾燥行為そのものが調査の主眼であり、室内干しが室内環境に与える影響については詳細には調べ
られていない。建築環境工学の分野では山下・佐藤ら
11-15）
、出端ら
16-18）
が、室内干しの室内湿度環境に与
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える影響について実験的に検討しているが、実際の住宅での生活実態について調査することを目的とした
ものではない。このように洗濯物の室内干しについて居住者の生活行為と住環境の面から詳細に調べた研
究はあまり見られない。
本研究では、生活の快適さや健康と関わりが深く、日々の生活に密着した生活行為といえる「洗濯物の
室内干し」について、生活者へのアンケートにより現状の問題点を抽出し、健康に生活できる空間造りの
ための今後の課題を明確にすることを目的とする。
２．調査方法
洗濯物の室内干しの現状と要求について、選択式（一部記述式）のアンケートを用いて調査を行った。
設問の概要を表１に示す。アンケートの対象者は佐賀県を中心とした九州地方に在住している世帯の主た
る家事担当者とした。佐賀大学の職員・学生、佐賀県に本社を持つ建設会社の社員の世帯に、アンケート
の主旨・記入方法等を対面で説明した上で配布し、１〜２週間の期間を経て回収した。調査期間は2014年
７月〜８月、配布数は300部、有効回収数は215部（回収率：71.7%）であった。
回答者の概要を表２に示す。回答者の４割近くが男性であり、洗濯実施者のほとんどが主婦であったと
する先行研究
３）４）
の報告と異なっている。本調査ではアンケートは自宅に持ち帰り、主たる家事担当者が
記入するよう依頼したが、アンケートを受け取った本人が記入した世帯も多かったと思われる。また、性
別と年齢の未記入が多いが、その理由として、記入者の性別と年齢を家族全員の性別、年齢、アレルギー
疾患と共に質問したため、回答しにくかったことが考えられる。以上のような問題は見られたが、設問の
多くが世帯の洗濯の仕方について質問していること、配布時にアンケートの趣旨を十分に説明しているこ
とから、調査結果に大きな誤りを起こす可能性は低いと判断した。
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表１ 設問概要
□対象者・住宅の基礎情報
・居住地、建物の種類・構造・建築年、水まわりの位置
・家族構成、家族員の環境が原因と思われるアレルギーや体調不良等
□洗濯物の室内干しについて
・洗濯物の室内干しの有無
・室内干しの理由
・室内干しの場所、その理由
・室内干し用機器・器具の有無、欲しい機器・器具
・室内干しをする方位と場所移動
・室内干しをする事での困りごと
・室内干しをする時の工夫
・室内干しをする場合の洗剤
・室内干しをしない理由
・室内干しをする事での気懸り
・衣類乾燥機の使用
・エアコンや除湿機以外での、湿気対策・換気対策
・水まわり空間（浴室・洗面脱衣室・トイレ）の暖房について
３．結果
3-1 洗濯物の室内干しの有無
図１に洗濯物の室内干し実施の有無を示す。93.5％の世帯が「する」と回答しており、洗濯物の室内干
しが一般的な生活行為になっている事が分る。どんな時に室内干しをするか（室内干しをする場面・理
由）を見ると、「雨天や雨が心配な時」が140件で最多であり、次に48件が「ほぼ毎日」と回答している
（図２）。その次に多いのが「PM2.5や黄砂が気になる時」（47件）「夜間」（45件）であり「花粉が飛散す
る時期」（34件）と続く。これらの実態は「調査対象者の約９割が悪天候や花粉の付着などを理由に洗濯
物を室内干していた」という柳曽らの首都圏における調査結果と同様の傾向である。また、室内干しをす
る場面・理由のうち「雨天や雨が心配な時」「PM2.5や黄砂が気になる時」「花粉が飛散する時期」は頻
度に差はあれ屋外環境条件に対応した一時的なものと捉えられる。一方、「ほぼ毎日」と「夜間」を“常態
的”と考えると４件の重複を除いた計89件（全世帯中41％）が常態的に室内干しを行っているといえる。
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表２ 回答者概要
性別
男性 佐賀市佐賀県
（185）
121
19
8
6
5
4
4
4
6
6
3
10
2
9
215
8
小城市
三養基郡
神埼市
神埼郡
武雄市
杵島郡
鹿島市
多久市
その他
その他
その他
無記入
合計
久留米市
福岡市
福岡県
（19）
件数
年齢
～29 38
31
35
46
15
50
215
30～39
40～49
50～59
60～
無記入
合計
件数
市町村県 件数 件数建物種別
件数建築年
～平成3年
平成４年～10年
平成11年～24年
平成25年～
無記入
合計
木造
鉄骨
コンクリー ト
2×４
無記入
合計
一戸建て
マンション・アパ トー
136
215
67
48
72
15
13
131
35
31
8
10
215
215
72
7
女性
無記入
合計
無記入
合計
70
99
46
216
件数建築構造
図１ 室内干し実施の有無（Ｎ=215）
94％
6％
しない
する
3-2 洗濯物の室内干しの場所
図３、図４に室内干しの場所を示す。居間・食事室が108件で最も多く、次に縁側が33件、浴室が21件、
洗面室が17件となっている。居間・食事室が目立って多く、約半数が該当する。また、「その他」として
様々な場所が記述されており、「寝室」が22件あった。選択肢として用意されていればさらに多くの該当
世帯があったと思われる。柳曽ら
10）
の首都圏における調査結果と比較すると、今回の調査では「居間・食
事室」の該当率が同程度、「寝室」「浴室」の該当率が小さくなっている。また、「縁側」の該当率の高さ
が目立っており、本調査の対象地域の特性が現れているものと考えられる。
図５、図６に室内干しの場所の選択理由を示す（図５：居間・食事室、図６：縁側）居間・食事室に干
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図２ 室内干しをする場面・理由（複数回答；Ｎ=201）
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図３ 室内干しの場所（複数回答；Ｎ=215）
⑤その他 56
33
21
17
108
200
④縁側
③浴室
②洗面室
①居間・食事室
（件）
40 60 80 100 120
図４ 室内干しの場所 「その他」の内訳（Ｎ=56）
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す理由の過半が「広さ」（57件）であり、他は「エアコンや除湿機を利用しやすい」（18件）「日当たりが
良い」（15件）が多い。また、縁側に干す理由は「日当たりが良い」（18件）が最も多く、洗濯物干しの最
も基本的な条件がその理由であることが分かる。また、数は少ないが「スペースが有る」（６件）「日常生
活に支障が無い」（３件）「便利」（３件）「風通しが良い」（２件）等の理由も挙げられており、縁側は室
内干しをするための要件を備えた空間として認識されているといえる。また、「その他」で「寝室」を挙
げた理由は、「収納に便利」「見た目が気にならない」「適度な湿気の確保」等であった。「除湿機が利用し
やすい」という回答が有る半面、「洗濯物で湿気を確保する」という回答も有り、湿度に対して生活者そ
れぞれの思考や工夫が見て取れる。
図７に室内干しの場所の変更について示す。約４分の３の世帯（157件）では場所の変更をしていない。
室内干し実施の有無には季節差が大きいことを清井ら
７）
が報告しているが、干す場所を定期的に変更する
世帯は少ないようである。場所を変更することがある世帯のうち、27件は「来客時に変える」と回答して
いる。家族の共用空間である居間・食事室はスペースが広い等の理由から、また、和室は普段は空き室に
なっている等の理由で室内干しの場所となっているが、来客時には洗濯物の移動が発生している世帯もあ
る。また、「家族でも下着を目に付く場所に干すことは気になる」という意見もあった。「見た目」も、室
内干しをする場合の重要な要件であることが分かる。
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図５ 居間・食事室に室内干しをする理由（Ｎ=１08）
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図６ 縁側に室内干しをする理由（Ｎ=33）
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3-3 洗濯物の室内干しの器具
図８に使用している室内干し用機器・器具を示す。最も多いのは天井吊り下げ型の器具であり47件が使
用している。「無い」という回答がほぼ同数の48件あり、機器や器具を使用しないで干す方法として「鴨
居やカーテンレールを利用する」という記述があった。また、天井吊り下げ型が多いのに対して、床置き
型器具の使用は１件のみである。スペースや動線上の理由であろうと思われる。図９に欲しい室内干し用
機器・器具（追加を含む）を示す。「欲しいとは思わない」が94件で最も多いが、そのうち60件は現在何
らかの機器・器具を使用しており、これらの世帯では「追加の必要はない」と解釈できる。よって、「現
在器具は無く、今後も欲しいと思わない」すなわち室内干し用機器・器具の必要性を全く感じていない世
帯は34件に留まる。
また、浴室暖房乾燥機を現在使用している世帯は32件のみだが、欲しい機器として挙げている世帯は44
件で機器の中では最も多い。浴室の乾燥室としての適性（広さ、密閉性）に加えて、浴室の湿気対策、冬
季の暖房用途なども含めたニーズではないかと予想される。先に本調査では首都圏での調査と比較して浴
室での室内干しが少ないことを指摘したが、今後は乾燥機の普及とともに増加する可能性もある。
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図７ 室内干しの場所の変更（複数回答；Ｎ=201）
⑤その他
④来客時に変える
③夏場と冬場は変える
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図８ 使用している室内干し用機器や器具（複数回答；Ｎ=201）
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図９ 欲しい室内干し用機器・器具（複数回答；Ｎ=201）
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34 60
図10に衣類乾燥機の使用頻度、図11に使用の理由を示す。衣類乾燥機を「よく使う」「時々使う」世帯
を合わせても80件であり、「使わない」が133件と多数を占める。また、「時々使用する」の該当者にその
理由を聞いたところ、「雨が続く時」「洗濯物が多い時」「タオル等厚手のもの」「乾いていない時」などが
挙げられた。衣類乾燥機は常態的ではなく洗濯物が乾かない時の予備的手段として使用されていることが
分かる。使用しない理由として、「衣服を傷めそう」「オシャレ着には使用しない」いう記述がみられた。
3-4 洗濯物の室内干しで困ったこと、気がかりなこと
図12に室内干しで困ったことの有無を示す。125件が困ったことが「ある」と回答しており、室内干し
をする世帯のうち65%が何らかの不満・不安を感じている。図13にその内容を示す。「臭い」が最も多
く、125世帯中40世帯が該当する。臭いの具体的な中身については、「洗濯物自体の臭い」と「その空間の
臭い」に加え「調理等の室内の臭いが洗濯物に付く」という回答もあった（自由記述による）。次に多い
のは「スペースが狭くなる」の35件である。「時間が掛かる・乾きにくい」（26件）、「仕上がりが悪い」
（２件）などの洗濯物に直接関わることに加えて、室内干しによる住環境への影響に関する項目が多く挙
げられている。松永の報告１）では「部屋干しで気になること」として「乾きにくい：72％」、「嫌なにお
いがする：64％」、「場所がない：36％」という結果を示しており、本調査よりも洗濯物の乾きにくさに対
する不満が多くなっている。設問・選択肢の違いや調査時期・地域の違いが理由として考えられるが、今
後の検討が必要である。
室内干しをしていない世帯を含めた全対象者に質問した「室内干しで気懸りなこと（図14）」でも「臭
い」が最も多く、７割近い144件が該当する。次に、「湿気」が105件、「カビ」と「見た目」が63件であ
る。図15に室内干しを「していない」と回答した13件の理由を示す（自由記述）。最多は雨除けができる
屋根付き屋外テラスや小屋等の「専用スペースが有る」であり、室内干しをしなくてもよい状況にある世
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図10 衣類乾燥機の使用
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図11 衣類乾燥機の使用理由（複数回答；対象者
は乾燥機を時々使うと回答した56世帯）
図12 室内干しで困ることの有無
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図13 困ることの内容（複数回答；Ｎ=124）
帯である。次に「乾燥機を使用」と「臭い」が同数となっており、ここでも室内干しにおける「臭い」へ
の懸念が表れている。
このような生活者の「臭い」への不満・不安に対して「部屋干し臭」の抑制を訴求した室内干し（部屋
干し）用洗剤が販売されているが、使用している世帯は23％に留まる（図16）。その効果については「あ
まり無い」「分らない」が使用世帯の半数以上であった（図17）。また、その効果について「気持ち次第」
「効果は分らないが香りがいい」といった回答があった（自由記述による）。
４．考察
調査対象世帯の９割以上が室内干しを行い、さらに４割以上が常態的に行っているという結果から見て
も、洗濯物の室内干しが一般的な生活行為になっており、その住環境への影響は無視できないものであ
る。
室内干しの場所として５割近くが「居間・食事室」を挙げており、その理由として６割以上が「広さ」
を挙げている。他の居室やユーティリティ空間に十分な広さが確保されていない住宅の狭さを反映してい
ると思われる。また、次に多いのが「エアコンや除湿機を利用しやすい」であり、居間・食事室のみを局
所空調する暖冷房の仕方を反映していることも考えられる。室内干し用の器具として「天井吊り下げ型」
を利用している、あるいは「器具を使わず、鴨居やカーテンレールを利用する」いう回答が多い一方で
「床置き型器具」の使用はごくわずかである。また、室内干しで困ったことの具体的内容として「スペー
スが狭くなる」が２番目に多かったこと、室内干し用の器具を利用していない理由として、「設置する場
所が無い」という回答が見られたことなども合わせて、洗濯物の室内干しは空間の圧迫や動線の阻害など
の問題を発生させていることが予測される。
室内干しで困ったことが「ある」との回答が65%あり、その具体的内容として「臭い」と回答した世
帯が最も多く、室内干しをしている世帯の３割強に上った。全世帯を対象とした設問「室内干しでの気懸
小渕 真弓，澤島 智明118
図14 室内干しでの気懸り（複数回答；Ｎ=215）
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図17 室内干し用洗剤効果（N=37）
り」においても「臭い」が最も多く、次点として「湿気」、「カビ」「見た目」が同数となっている。また、
室内干しをしない世帯は13件（６％）のみであるが、その理由として「臭い」を挙げている世帯が４件あ
る。
以上より、洗濯物の室内干しの主たる問題点として、「スペース（狭さ）」と「臭い」が指摘できる。居
住者は「広さ」を理由に居間・食事室に室内干しを行うものの、洗濯物がスペースを圧迫し、家族生活の
中心である居間・食事室内での生活行動を阻害している可能性がある。また、「臭い」や「湿気」に対す
る不満・不安、来客時の洗濯物の移動、「見た目」の問題などが、本来最も快適性に配慮されているはず
の居間・食事室の居住性を損ねていることも考えられる。アンケートでは「専用スペースがあるため」に
室内干しをしていない世帯が５件あったが、このような条件の整った世帯はごく少数である。
室内干しの場所として「居間・食事室」に次いで多かったのが「縁側」である。理由は「日当たりが良
い」「スペースが有る」「日常生活に支障が無い」「便利」「風通しが良い」「障子で仕切れる」など様々で
あった。本調査の対象地域である佐賀県を中心とした北部九州は大都市と比較して「縁側」を持つ住宅が
多いと思われ、縁側が室内干しをするための要件を備えた空間として広く認識されているようである。縁
側は「間」に代表される日本の住宅造りを象徴したものである。夏の暑い日差し避けとして、湿気に弱い
木材の雨除けとして、また、日差しや視界を遮りながらも適度な明るさを確保するなど、屋外からの影響
を穏やかに屋内に移行させる緩衝スペースとして大変有効な空間である。しかし戦後の日本では、住宅全
体を広くすることが難しいにも関わらず、生活スタイルは欧米様に椅子式になり、プライバシー重視で個
室化が進んだことも重なり、和室空間、とりわけ「縁側」という日本の住宅を象徴する空間を採り入れる
ことが少なくなった。近年、縁側や土間などの伝統的日本家屋が持っていた中間領域的空間は温熱環境の
調節機能やコミュニュケーションの場としての機能など様々な面から見直されてきているが、室内干しな
どのためのユーティリティ空間としても有用である。このことは PM2.5や花粉等の外部空気環境の影響
を緩和する空間としての機能を評価することでもある。
５．まとめ
洗濯物の室内干しの現状の問題点を抽出し、今後の空間造りのための課題を明確にすることを目的に、
佐賀県を中心とした地域に居住する世帯の家事担当者を対象にアンケート調査を行った。結果、以下のこ
とが明らかになった。
１）調査対象世帯の93.5％が洗濯物の室内干し実施している。実施の場面・理由は「雨天や雨が心配な
時」（140件）、「ほぼ毎日」（48件）、「PM2.5や黄砂が気になる時」（47件）、「夜間」（45件）、「花粉が
飛散する時期」（34件）などである。「ほぼ毎日」と「夜間」を“常態的”と考えると89件（全世帯中
41％）が常態的に室内干しを行っている。
２）室内干しの場所は居間・食事室（108件）最も多く、次に縁側（33件）、寝室（22件：その他として記
述されたもの）、浴室（21件）、洗面室（17件）である。首都圏における調査結果と比較すると、「縁
側」の該当率の高さが目立っており、本調査の対象地域の特性が現れているものと考えられる。場所
の選択理由として、居間・食事室は「広さ」（57件）「エアコンや除湿機を利用しやすい」（18件）「日
当たりが良い」（15件）が多い。また、縁側は「日当たりが良い」（18件）が最多であるほか、「ス
ペースが有る」（６件）「日常生活に支障が無い」（３件）「便利」（３件）「風通しが良い」（２件）等
の理由も挙げられており、室内干しをするための要件を備えた空間として認識されているといえる。
また、室内干しの場所を季節や時間で定期的に変更する世帯は少ないが、27件は「来客時に変える」
と回答している。
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３）室内干し用機器・器具の使用は天井吊り下げ型の器具（47件）が最多だが、「無し」がそれよりも多
い（48件）。器具を使用していない世帯では「鴨居やカーテンレールを利用する」などしている。床
置き型器具の使用は1件のみであり、スペースや動線上の理由が予測される。また、浴室暖房乾燥機
を現在使用している世帯は32件だが、欲しい機器として挙げている世帯は44件で機器の中では最も多
い。衣類乾燥機を「よく使う」「時々使う」世帯を合わせて80件（37％）であり、「使わない」が133
件（62％）と多数を占める。
４）室内干し実施世帯のうち125件（65%）が困ったことが「ある」と回答し、40件は「臭い」を挙げて
いる。次いで「スペースが狭くなる」（35件）、「時間が掛かる・乾きにくい」（26件）が多い。洗濯物
に直接関わることに加えて、室内干しによる住環境への影響に関する項目が多く挙げられている。
「臭い」の具体的な中身については、「洗濯物自体の臭い」「その空間の臭い」に加え「調理等の室内
の臭いが洗濯物に付く」などの回答があった。全対象者に質問した「室内干しで気懸りなこと」でも
「臭い」が144件（67％）で最も多い。一方で室内干し（部屋干し）用洗剤の使用は23％に留まり、効
果についても使用世帯の半数以上が「あまり無い」「分らない」と回答した。
５）洗濯物の室内干しの問題点として、「スペース（狭さ）」と「臭い」が挙げられる。居住者は「広さ」
を理由に居間・食事室に室内干しを行うものの、洗濯物がスペースを圧迫し、家族生活の中心である
居間・食事室内での生活行動を阻害している可能性がある。また、「臭い」や「湿気」に対する不
満・不安、来客時の洗濯物の移動、「見た目」の問題など、本来最も快適性に配慮されているはずの
居間・食事室の居住性を損ねていることも考えられる。これらの問題に対する解決策の一つとして
「縁側」空間の再評価を提案した。「縁側」は本研究の対象地域において室内干しをするための要件を
備えた空間として広く認識されている。
住環境を改善することは、家族の思考や経済性、近隣との関係、居住地の環境など、個人だけでは進め
難い課題が多く、改善に要する時間も長く、一朝一夕には進められない。だからこそ、負担軽減のために
も前もって改善に取り組むべきであり、将来を見据えた健康的な住空間造りを行う必要がある。快適な日
常生活を損なうことのないよう、室内干しのためのスペースを確保して住空間に整えることは、生活者の
心身の健康と快適な住生活を守るために大変重要なことである。
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